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地域の方の見守りは、子どもの安心 0安全につながります。

できる範囲で、「ながら見守り」にご協力をお願いします。

ながら見守りとは 0。 ・

登下校時間帯に合わせて、花に水やりをする、家の前で掃き掃除
をする、通勤時間をずらす、犬の散歩をするなど、時間と場所を
工夫して、何かをしながら登下校中の子どもたちを見守ります。
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(回覧)

ださ暉ケ ●
編集・発行 :社会福祉法人
有田市社会福祉協議会

生活支援コーティネーター

令和6年 10月号 No。8

☆「生活支援

…

ネーターカフェ」Q富原さん憲のご報告(〕
昨年 8月より、宮原町の地域交流拠点「宮原さん家」において、月に1回生活支援コーディネーターが

気軽に足を運べる場を企画してきました。8月の開催をもつて、宮原さん家での開催を終了させていただき

ましたことをご報告します。

これまでご参加いただきました多くの皆さま、本当にありがとうございました。

今後とも生活支援コーディネーターをよろしくお願いいたします。

毎回大好評のシエア向けスマホ講座を港会館にて開催し、1部、2部合わせて15名の方にご参加いただきま

した。講師は、和歌山大学箕島 LPPの大学生 4名です。

講座では、個別対応のため、持つている知識や技術も聞きたいことがバラバラであつても、大学生が丁寧に

お伝えいたします。

講座中は、スマホに関することのほか、たわいもないお話でも

盛り上がりました。大学生との交流もスマホ講座の醍醐味です。

参加者も講師大学生も双方にとつて学びのある素敵な講座

>

☆スマホ講座0潜町 大盛況で終了し春した「

を今後も続けていきたいと思います。

ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。

☆山田原地区地域ふれあいサロン「たちぼむカフェ脚誕生ですr

山田原地区に新しいサロンが立ち上がり6月から始動しています。

地域活動に想いのある3名が中心となり、サロン活動が集まるきつかけ

として、交流の場にできればと立ち上げに至りました。

初回開催には、23名の多くの皆さんのご参加がありました。

懐かしいビデオを見たり、山田原讃歌を歌つたりと楽しい時間が過ごし

ていまいした。

地域ふれあいサロン活動は参加者 1人ひとり全員が主人公であつて

ください。ぜひ一度足を運んでみませんか?^^

>毎月第3月曜日 10:00～11:00 @山田原柑翁会館集会場(山田原82)

▲ 初回サロンの様子

Iお問い合わ世 l

社会福祉法人 有田市社会福祉協議会 担当:林
〒049-0432有 田市富原町東 215(福祉館なごみ内)
TEL:0737-38-2750 FAX:0737-38-2033
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和歌山県有田地域で就農を目指す方を支援するため、有田都市、和歌山県有田振

興局と協力した就農相談フェアを開催します。農業を始めるにあたり、様々な質問

lli:]:[:lifilii:t,軍

雪1農媒をi:饉:lliliまょぃか.』 《鱚|||llilllllllllllll]|1赳‡薇

○ 日 時
○会 場

令和6/10/27① 10:00～ 14:00
和歌山県有田振興局 1階 第 1会議室
(有田郡湯浅町湯浅2355-1)

① 有田市
・農地・技術習得・出荷先を確保し、行政からの支援も含わせて 1年目から安定
した環境で農業に専念できる就農支援プログラムをご用意しています

・有田市は 450年以上の歴史と伝統を誇る県下一の温州みかんの産地です

② 湯浅町

・就農相談全般に加え、モノラックのレール補助金や、耕作放棄地を整備する方

への補助金など、町独自の施策についても説明いたします。
0湯浅町は温暖な気候に加え、紀伊水道に面している湯浅湾からの潮風がミネラ

ル分を運んで<れるため、適度な酸味と糖度が高<ジューシーな温州みかんの
一人産地となつています。

・「有田みかん」産地の南端にある町、山・川・海全部そろつた風光明媚な町で

す。
・町独自の補助制度では「スマート農業」や遊休農地の再活用に対する補助「農

地リボーン事業」があります。

③ 広川町

④ 有田川町

・農業をイチから学びたい、農家として地域で働きたい、地域の農産物を守りた

い。そんなやる気のある方の就農を応援します !

・有田川町は「有田みかん」で有名な温州みかん等の相橘類、生産量日本―を誇

る「ぶどう山椒」等の果樹栽培を中心とした産地であり、町面積の 7割が森林
の自然豊かな町です。

・就農相談全般 (就農地未定・情報収集段階の方などお気軽 |こ )

・県研修施設で受けられる研修 (果樹、野菜、花)

・新規就農者育成総合対策 (就農準備資金)について
⑤ 有田振興局

有 田 振 興 局 農 業 水 産 振 興 課  0737-64-1273
予約の、際lよ、予約銅 、氏名、連絡先、希望裁培品日、どこの市町

で就農したいか等をお知らせ<ださい。

お気軽にお問い合わせ<ださい。

有田地域就農相談フェア
令和 6年度

★問い合わせおよび予約について

相談ブースー覧 内容 【10:00～ 14:00】



「耐 震 診 断 」受付中です。

令和 6年度 有田市住宅耐震改修事業のご案内
来るべき大地震から命を守るためには、住宅の耐震化が重要となります。

是非この機会にご活用 ください |

まずは耐震診断してみませんか ?

回覧

補助

」」麹五強が拡充
されています

個人負担なし

診断費用の2/3

(限度額 )

89′ 1000円

非木造

住宅

沐li童

住宅
併用住宅の場

合、延べ床面積

の1/2以上が居

住用

平成 12年 5月 31在来軸組構法

地上階数が2以

ぬヨ「00面以工

下 か

日以前に着工  伝統的構法

昭和 156年 5月 31

日以前に着工

《木造住宅耐震診断 》

《非木進住宅耐震診断 》

市から委託した耐震診断士が無料
・
で診断します。

耐震診断に要する費用の一―部を補助します。

★耐震診断の結果、耐震改修が必要な場合は、以下の補助事業が活用できます。

安心して暮らせるように

住宅耐震化に係る設計と改修工事を一体的に支援する総合支援メニューを実施しています。

補助額の内容 (耐震診断を受けていること)

住宅

(限度額 )

17166′000円

【①】耐震改修工事に要する経費の2/5

(限度額 :500′ 000円 )

【②】耐震改修工事に要する経費の3/5+設計費

(限度額 1666′ C100円 )

【①】十 【C)】 = 合計最大で 1′ 166′ 000円

耐震改修工事により行う「現地建替え工事」について、新たに要件が追加されています。

・土砂災害特別警戒区域内における新たな住宅を建築する工事は対象外

・省エネ基準に適合すること

「代理受領制度」:が利用できます

「代理受領制度」とは、補助対象事業の申請者から委任を受けた耐震改修工事 (設計費用及び建替え

除く)|の施工業者が補助対象事業の申請者に代わつて補助金の請求及び受領を行うことができる制度

です(,詳 しくは、裏面連絡先へお問い合わせください。

裏面へつづ く

【補助例】耐震補強設計と耐震改修工事の総合的な実施
。設計20万円+改修100万円の場合 (合計120万円)

【①】100万円×2/5=40万円
【②】100万円X3/5+20万円=80万円 E⇒〉限度額66万 6千円
【C)】 4C)万円  + 【(2)】 66万 6千円  =  lC16.6万 円

設計 +改修
イ`                  1つ ∩ ′‐目にコヽ

個人負担額 13.生万旦｀コ 補助金 ■豊6重互旦

国40万円 十県 33.3万円 +市 33.3万円口■■‖

補助率 趣 豊五 〇

補助額の内容



地震による住宅の倒壊から、最低限『命』だけは守るために耐震改修工事より安価で、

安全な空間を確保できる耐震ベツド・耐震シェルターの設置費用の一部を補助 します。

※耐震ベッド・耐震シェルターは和歌山県が認定した製品に限ります。また、本体以外のもので

対象にならないものもあります。詳しくは、下記連絡先へお問い合わせください。

(令和6年9月 26日 現在)

※申請受付は先着順とします。また、補助金は予算の範囲内となります。

※募集件数は、申し込み状況により増減する場合があります。

■申請受付期間 :令和 6年 12月 27日まで 【土曜日 。日曜日 。祝 日は除く】
※耐震べット

｀`・耐震シェルター:高齢者・障害者が居住する住宅の優先受付は_5月 24旦 _【全_里□)まで

※ 有田市住宅リフォームエ事賣補助金を併用する場合の優先受付は 5昼_≧生旦玉全璧□)まで

※耐震補強設計と耐震改修工事の総合的な実施及び耐震ベッド・耐震シェルター、非木造住宅耐震

診断を申請される場合は、申講時に補助金交付申請書へ添付していただく書類が必要となります。

添付書類につきましては、下記連絡先へお問い合わせください。

(ご注意)

本補助事業は、補助金の交付決定前に着手 (業者との契約を含む)した場合は補助対象外

となります。また補助金の支払いには、まずは申請者から業者への支払いをしていただく

必要があり、工事完了報告書類として、請求書、領収書などの写しを提出していただきま

す。工事完了報告は、令和 7年 2月 28日 (金曜日)までにご提出ください。

■詳しくは、有田市本一ムページをご覧ください 1

htt⊇ S∠∠WWW Q:上 1亡arldtLig血 :ン生i型豊:憂:土:上
`1:型

IttL`亜』IQ■Ql葛|≧虹1童|」

補助額の内容 補助対象の条件

木造

住宅

購入 。設置費用の2/3

(限度額)

266′ 000円

・耐震診断の結果、上部構造評点が 1.0未満

・木造住宅の 1階に設置

※予算の額を超える場合、高齢者 (65歳以上 )

又は障害者が居住する住宅を優先します。

耐震診断を受け

ていること

補助メニュー 募集件数

木造住宅耐震診断

非木造住宅耐震診断

耐震補強設計と耐震改修工事の総合的な実施

耐震ベッ ド・耐震シェルター

5件程度
2件

終 了

終 了

補助

対象者

①当該住宅を所有又は居住もしくは居住する予定の方

②市税の滞納がない方

※耐震補強設計と耐震改修工事の総合的な実施を行おうとする方は、過去に本要綱によ

る耐震補強設計を行うための補助金の交付を受けていないこと。

【連絡先・申請受付場所】

有田市役所 経済建設部 都市整備課 公共建築係 (市役所 3階 )
TEL:0737‐ 22‐3619(直通 )


